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鶴居村は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています

４

鶴居村マスコットキャラクター「つるぼー」

今月の主な話題
■村の話題・・・・・・・・・・・・２～４

■美しい村プレミアム商品券・・・・・・５

■鶴居村人口ビジョン、鶴居村まち・ひと・
しごと創生総合戦略策定・・・・・・６～９

■［特集］地域おこし協力隊・・・・・１０
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下幌呂小学校

鶴居小学校

幌呂中学校

幌呂小学校

　３月１５日に各中学校、１８日に各小学校で卒業式
が挙行されました。
　今年は鶴居中学校２２名、幌呂中学校７名、鶴居小
学校２１名、幌呂小学校５名、下幌呂小学校８名、計
６３名の卒業生に対し卒業証書が授与され、学校長の
式辞や来賓の祝辞を受けました。
　卒業生たちは教職員や在校生との別れを惜しみつつ
も、新たなスタートに向けてしっかりと前を見据えて
いました。

村内小・中学校卒業式

鶴居中学校

月号 ２

鶴

校
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２
月
22
日
、
鶴
見
台
、
Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
、
た
ん
ち
ょ

う
釧
路
空
港
に
お
い
て
、
鶴
居
小
学
校
の
６
年
生
17

名
が
鶴
居
村
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
製
作
し
た
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
観
光
客
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
「
鶴
居
村
の
魅
力
発
信
を
通
し
て
、

地
域
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
」、「『
美
し
い
村 

鶴
居
村
』

の
魅
力
を
、
村
外
の
方
に
広
め
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

自
作
の
鶴
居
村
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
観
光
客
に
配
布
す

る
取
り
組
み
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で

４
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
ら
は
た
ん
ち
ょ
う
ソ
ー
ラ
ン
の

は
っ
ぴ
に
身
を
包
み
、
ま
た
「
つ
る
ぼ
ー
」
を
模
し

た
う
ち
わ
を
手
に
持
ち
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

な
が
ら
懸
命
に
村
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、一
般
社
団
法
人
北
海
道
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
主
催
の「
北

海
道
子
ど
も
か
る
た
大
会
」（
２
月
21
日
、
札
幌
市
）
に
出
場
し
た
鶴
居

小
学
校
の
児
童
４
名
で
構
成
さ
れ
た
百
人
一
首
チ
ー
ム
「
雪
裡
の
絆
」
が

結
果
報
告
の
た
め
、
大
石
村
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

雪
裡
の
絆
は
、
６
年
の
及
川
光
さ
ん
、
八
木
澤
香
月
さ
ん
、
野
澤
柊
弥

君
と
５
年
の
齋
藤
優
花
さ
ん
の
チ
ー
ム
で
、
１
月
に
開
催
さ
れ
た
釧
路
管

内
の
大
会
で
優
勝
し
、
32
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
競
う
全
道
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
、
優
勝
し
た
チ
ー
ム
に
僅
差
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、
見

事
、
堂
々
の
３
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

大
石
村
長
か
ら
は
、「
日
々
の
練
習
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
果
。
村
と

し
て
も
大
変
名
誉
な
こ
と
」
と
祝
福
さ
れ
、
４
名
の
児
童
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

に
達
成
感
と
充
実
感
に
満
ち
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

鶴
居
村
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
活
動

「
雪
裡
の
絆
」
全
道
３
位
！

左から、及川さん、八木澤さん、大石村長、野澤君、齋藤さん

たんちょう釧路空港にてパンフレットを配布した児童ら

地
域
貢
献
活
動
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈
式

　

２
月
22
日
、
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
「
国
営

総
合
農
地
防
災
事
業
鶴
居
第
１
地
区
造
成
排
水

路
」
の
堆
積
土
砂
除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
た

だ
い
た
株
式
会
社
佐
々
木
建
設
（
佐
々
木
昇
一

代
表
取
締
役
社
長
・
写
真
左
）
に
対
し
、
地
域

貢
献
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
貢
献
活
動
は
、
久
著
呂
排
水
路
の

配
水
池
に
土
砂
が
堆
積
し
た
こ
と
に
よ
り
、
排

水
路
機
能
が
低
下
し
、
周
辺
の
農
地
や
環
境
に

影
響
を
与
え
て
い
た
部
分
に
つ
い
て
、
相
当
数

の
土
砂
を
除
去
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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左から　灰塚事務局長、白田副会長、
　松井会長、國安教育長

鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
よ
り

村
内
各
小
中
学
校
へ
ぞ
う
き
ん
寄
贈

鶴
居
村
商
工
会
女
性
部
よ
り

「
愛
の
鈴
」
寄
贈

　

３
月
９
日
、鶴
居
村
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
松
井
恒
子
会
長
、

白
田
さ
ゆ
り
副
会
長
、
灰
塚
玲
子
事
務
局
長
が
教
育
委
員
会
を
訪

れ
、
手
作
り
の
ぞ
う
き
ん
３
３
８
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ぞ
う
き
ん
寄
贈
は
同
協
議
会
の
毎
年
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
の
校
内
清
掃
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
協
議
会
会
員
の
方
々
が
１
枚
１
枚
手
作
り
で
作

成
し
た
ぞ
う
き
ん
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

村
内
の
児
童
・
生
徒
数
は
２
４
７
名
で
、
１
人
１
枚
以
上
の
ぞ

う
き
ん
が
行
き
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ぞ
う
き
ん
は
大
小
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
で
用
意
さ
れ
て
お

り
、
３
３
８
枚
の
う
ち
１
１
２
枚
は
小
さ
い
ぞ
う
き
ん
で
、
低

学
年
の
児
童
で
も
使
い
や
す
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
井
会
長
は
、「
ぞ
う
き
ん
を
使
っ
て
喜
ん
で
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」
と
話
し
、
國
安
教
育
長
は
、「
気
持
ち
や
思
い
を

込
め
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
子
供
た
ち
に
伝
え
、
大
切
に
使
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
ワ
ー
ク
ジ
ョ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン

役場にて行われたジョブセッションの様子

　

３
月
７
日
〜
８
日
の
２
日
間
、
道
内
の
地
方
で
働
く
こ
と
や

暮
ら
す
こ
と
に
興
味
を
持
つ
若
者
が
、
視
察
と
地
域
の
団
体
や

企
業
関
係
者
と
の
ジ
ョ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
事
業
紹
介
や
意
見
交

換
）
を
行
う
、
２
０
１
５
年
度
札
幌
発
！
就
業
・
起
業
塾
in
北

海
道
「
ロ
ー
カ
ル
ワ
ー
ク
ジ
ョ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
本
村
で
行

わ
れ
、
道
内
の
大
学
生
や
若
手
起
業
家
な
ど
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

７
日
に
本
村
を
訪
れ
た
一
行
は
、
鶴
居
・
伊
藤
タ
ン
チ
ョ
ウ

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
や
酪
楽
館
を
視
察
、
８
日
は
役
場
に
て
ジ
ョ

ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
自
然
ガ
イ
ド
や
宿
泊
施
設
経
営
者
、
役
場
職
員
な
ど

合
わ
せ
て
８
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
内
容
や
村
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
終
了
後
も
積
極
的
に
質

問
を
投
げ
か
け
る
な
ど
、
村
の
暮
ら
し
や
仕
事
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
た
よ
う
で
し
た
。

　

３
月
18
日
、
鶴
居
村
商
工
会
女
性
部
の
服
部
佐

知
子
部
長（
写
真
中
央
）と
田
中
千
文
副
部
長（
写

真
左
）
が
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
村
内
小
学
校
新

一
年
生
へ
「
愛
の
鈴
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
愛
の
鈴
」
寄
贈
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
お

り
、
４
月
に
新
一
年
生
と
な
る
児
童
の
安
全
を
祈

願
し
、
商
工
会
女
性
部
の
部
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
一
年
生
は
「
愛
の
鈴
」
を
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付

け
、
登
下
校
中
の
事
故
に
は
十
分
に
注
意
し
、
毎

日
元
気
に
通
学
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。



５　平成28年４月号

販売期間・場所について（「春・夏」）
①平成２８年４月１７日（日）から(無くなり次第終了致します)
　　　　　鶴居村総合センター１階特設会場（鶴居西１－１）
　　　　　午前１０時～午後６時　　
②平成２８年４月2３日の土曜日も販売致します。

ご利用期間・場所について
平成２８年９月３０日（金）まで　期限後は使用できません。
取扱店ポスター・のぼりのある商店、事業所でご利用できます。

商品券の内容について
１０，０００円で１３，０００円分の商品券が購入できます。
（商品券はすべて500円券で２６枚組となります）
☆購入限度額はお一人２セットまで、先着１, ０００名に販売。
※例えば4人家族(16歳以上)で８セット購入すると24,000
　円分お得になります。

商品券が購入できる方は・・・
鶴居村に住民票のある16歳以上の方、
鶴居村の事業所等に勤務されている村外
の方及び村内取扱店を利用する村外の方。

☆お知らせ　美しい村プレミアム商品券（秋・冬）の販売は
　　　　　　10月20日を予定しております。ご期待ください。

○お問い合せ　鶴居村商工会　℡0154-64-2453
鶴居村鶴居西１－１（鶴居村総合センター内）

重要①
運転免許証、保険証、パス
ポートなど、購入者ご本人
が村民である旨を証明でき
るものをご持参下さい。

重要②
ご家族分、まとめての購入
も可能です。
ご本人を証明する物の他ご
家族の氏名等を受付時にご
記入頂きます。

鶴居村
「美しい村プレミアム商品券」

販売について
好評につき、今年も「美しい村プレミアム商品券」（春・夏）・（秋・冬）2回の 

販売が決定 しました！
１０，０００円で、村内のお店で使える

“１３，０００円分の商品券”　が購入できます。
そこで、「美しい村プレミアム商品券」の

購入や利用 について、お知らせいたします。

必ずお読みください！

スタンプラ

リーを「春・夏」「秋・冬」

２回の実施やクリスマス

オードブルセットが当たる

抽選会など楽しい企画も

あるよ！
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　村では少子高齢化に伴う人口減少に歯止めをかけるため、人口の現状分析を行い、人口に関する村民
の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示す「鶴居村人口ビジョン」と、この
鶴居村人口ビジョンに示す人口の将来展望を実現するために実施する施策・事業を数値目標とともに示
す「鶴居村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。それぞれの内容は下記のとおりです。

１．鶴居村の現状
　⑴　総人口と年齢３区分別人口

　国勢調査による本村の総人口は、昭和30年の4,824人をピークに減少傾向に転じており、平
成26年の住民基本台帳人口は2,511人まで減少しています。また、年齢３区分別でみると、少
子高齢化が進展していることがわかります。

　⑵　自然動態（出生・死亡）と社会動態（転入・転出）
　出生と死亡の推移をみると、平成16年以降は自然減で推移しています。転入と転出の推移を
みると、平成10年以降は転入超過となる年が多く、特に平成23年以降は転入超過で推移してい
ます。

　⑶　５歳階級別の人口移動
　転入者数から転出者数を引いた純移動数をみると、15～24歳の年齢階級で転出超過となって
いますが、他の年齢階級ではほぼ転入超過となっています。

鶴居村人口ビジョンの概要［平成27年～平成72年度］
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２．鶴居村の将来展望
　⑴　将来に向けての基本方針

◆合計特殊出生率
　出生率向上に向けた取組みを行い、2040年までに出生率を「2.10」に向上させます。

◆純移動率
　基本方針に基づき、転入者の増加、転出者の減少に向けた取組みを行い、社会減を抑
制させます。

　⑵　鶴居村の目標人口
　平成72（2060）年における総人口を2,000人以上確保することを目標として、将来に向
けての基本方針を通じて人口減少対策を推進していくこととします。

　⑷　未婚率と出生率
　平成22年の未婚率を年齢階級別にみると、男性は30～34歳から順次未婚率が下がって
いきますが、40歳以降の未婚率はあまり下がらない傾向にあります。
　女性に関しても30～34歳まで未婚率が下がり、40歳以降の未婚率は大きく変わらない
傾向にあります。
　本村の合計特殊出生率は全国とほぼ同等で推移していましたが、平成15～19年に大き
く上昇したものの、平成20～24年は全国を下回る状況となっています。
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主な事業・取組み主な事業・取組み
・乳質改善奨励事業
・新規就農者対策事業【拡充】
・新しい農業の事業化に対する補助事業
・バイオマス産業都市構想に基づく家畜排せつ物
バイオガス等再生エネルギー地域循環推進事業
【新規】
・農畜産物加工施設「酪楽館」生産施設改修事業
・地場林産物利用拡大事業
・起業化支援事業【拡充】
・村内進出企業支援事業【新規】
・むらおこし会社設立事業【新規】
・プレミアム商品券発行事業　など

・「日本で最も美しい村」連合活動事業
・タンチョウ保護増殖事業（給餌委託・餌購入）
・マスコットキャラクターPR事業
・地域特産品等販売促進施設管理運営事業【新規】
・Wi－Fi環境整備事業【新規】
・鶴居運動広場等再整備事業
・定住促進補助事業【新規】
・地域住宅振興対策支援補助事業【新規】
・空き家バンク事業　など

主な施策と重要業績成果指標（KPI）
【施策１】農業の高度化と成長産業化
　＜KPI＞乳用牛飼育頭数

　12,315頭（H31年度末）
　＜KPI＞新規就農数

　2経営体（H27～31年度累計）
　＜KPI＞再生エネルギー地産地消率

　30%（H31年度末）
【施策２】地場産品を中心とした６次産業化の促進
　＜KPI＞酪楽館地場産生乳使用量

　90t（H31年度）
【施策３】森林整備の促進と林業担い手対策の推進
　＜KPI＞人工造林面積

　700ha（H31年度末）
【施策４】商工業の活性化と起業支援
　＜KPI＞起業化支援事業利用者数

　10件（H27～31年度累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）
【施策１】地域資源の保全とブランド力の強化
　＜KPI＞「日本で最も美しい村」連合活動事業数

　12事業（H27～31年度累計）
【施策２】村外へのプロモーション強化
　＜KPI＞鶴居村HPの月間アクセス数

　27,000PV/月（H31年度平均）
　＜KPI＞地域特産品等販売促進施設利用者数

　延べ80,000人（H27～31年度累計）
【施策３】移住・定住の促進
　＜KPI＞移住体験延べ人数

　80人（H27～31年度累計）
　＜KPI＞分譲地販売区画数

　25区画（H27～31年度累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）

基本目標
基本目標１
鶴居村における安定した雇用を創出する

<数値目標>
・農業経営体数 93経営体（H31年度末）
・林業経営体数 74経営体（H31年度末）
・新規創業事業者数 10事業者（H27～31年度累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）

基本目標
基本目標２
鶴居村への新しいひとの流れをつくる

<数値目標>
・観光客入込数 210千人（H31年度）
・観光客宿泊数 13千人（H31年度）
・転入者数 600人（H27～31年度累計）

村では、人口減少対策として次の４つの基本目標を軸として、各事業・取り組みを進めていきます。

※KPIとは： 重要業績成果指標のことで、Key Perfomance Indicator の略称。
 施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標のこと。

鶴居村まち・ひと・しごと創生総合戦略の概要［平成27年～平成31年度］
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主な事業・取組み主な事業・取組み
・乳幼児健康診査事業
・子育て支援施設（保育園、学童保育含む）整備
事業【新規】

・保育ママ事業
・子育て応援牛乳券配布事業【新規】
・高等学校等生徒医療費助成事業【新規】
・言語聴覚士等派遣特別支援事業【新規】
・子ども夢みらい事業【新規】
・出産祝金等支給事業【拡充】
・不妊治療費助成事業
・婚活サポート事業　など

・むらづくりチャレンジ支援事業
・ふるさと創生人材育成事業
・市街地活性化街中サロン運営事業【新規】
・健康管理システム整備事業【新規】
・ＩＰ活用等による高齢者等見守り支援事業【新規】
・ＩＰ活用等による買い物支援事業【新規】
・過疎地域高齢者等個別輸送事業【新規】
・地域福祉有償運送事業【新規】
・東京23区と管内市町村との連携事業【新規】
・他地方公共団体等連携事業
　【新規】
・廃校跡地活用促進事業
　【新規】　など

主な施策と重要業績成果指標（KPI）
【施策１】多様なニーズに対応した子育て環境の充実
　＜KPI＞乳幼児健診受診率

　100%（H31年度）
　＜KPI＞保育ママ登録人数

　支援者5人　被支援者3人（H31年度末）
　＜KPI＞ファミリー・サポート・センター登録人数

　支援者7人 被支援者32世帯（H31年度末）
【施策２】子どもの健全な成長を促す教育環境の充実
　＜KPI＞ふるさと創生中学生派遣回数

　1回／年（H31年度）
【施策３】結婚・出産への総合的な支援
　＜KPI＞婚姻数

　60組（H27～31年度累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）
【施策１】地域住民が主体となるむらづくりの促進
　＜KPI＞むらづくりチャレンジ支援事業利用件数

15件（H27～31年度累計）
【施策２】村民が生涯にわたり安心して生活できる

まちづくり
　＜KPI＞75歳以上人口に占める要介護認定者の割合

　25.0%（H31年度末）
　＜KPI＞特定検診受診率

　55.0%（H31年度）
【施策３】利便性を考慮した公共交通基盤の整備
　＜KPI＞市町村生活バス路線運行本数

　6本/日（H31年度末）
　＜KPI＞過疎地域高齢者等個別輸送事業延べ利

用者数 30人（H27～31年度累計）
　＜KPI＞地域福祉有償運送事業延べ利用者数

　30人（H27～31年度累計）
【施策４】地域と地域の連携強化
　＜KPI＞広域連携事業数

　20事業（H27～31年度累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）

基本目標
基本目標３
若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

<数値目標>
・子ども女性比 0.227人（H31年末）
・出生数 70人（H27～31年累計）

主な施策と重要業績成果指標（KPI）

基本目標
基本目標４
時代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守る
とともに、地域と地域を連携する

<数値目標>
・転出者数　　470人（H27～31年実績）

　なお、この戦略の計画期間は、平成２７年度から平成３１年度までの５年間となっており、今後は、ＰＤＣＡサイク
ル「P=Plan(計画）、D=Do（実行）、C=Check（評価）、A=Action（改善）」の確立により、事業を実施し、効果・
検証を行った上で着実に計画を進めていきます。
※人口ビジョン及び総合戦略の全文は、村ホームページでもご覧いただけますので、ぜひそちらもご覧ください。
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札幌生まれ
北海道フードマイスター
温泉ソムリエ
シュヴァリェ（フランスチーズ鑑評騎士）
発行人：増田 喜美子
＜2014.7 月より活動しています＞

ズ鑑ズ鑑ズ鑑ズ鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑鑑評評騎評騎評騎評騎評騎評騎評騎評騎評騎評騎士評騎士評騎騎評騎評騎評評騎

　

鶴
居
村
・
標
茶
町
・
弟

子
屈
町
の
３
町
村
の
酪
農

家
、
農
協
職
員
、
商
工
会

青
年
部
、
役
場
職
員
な
ど

が
集
ま
っ
た
フ
ィ
ッ
ト
ス

リ
ー
は
、「
こ
こ
が
ダ
メ

だ
よ
我
が
ま
ち
！
」
を

テ
ー
マ
に
各
地
域
の
様
々

な
問
題
点
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
解
決
策
を
発

表
。
鶴
居
村
大
石
村
長
、

大
津
商
工
会
々
長
も
出
席

し
、
様
々
な
地
域
活
性
化

　

鶴
居
小
学
校
卒
業

生
（
在
校
時
６
年
）
は

２
月
22
日
、
鶴
見
台
や

Ｊ
Ｒ
釧
路
駅
、
釧
路
空

港
の
３
会
場
で
鶴
居
村

の
観
光
、
移
住
情
報
な

策
に
耳
を
傾
け
メ
モ
を
取

ら
れ
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
将
来
的
に
は
３
町

村
が
連
携
し
て
地
域
を
盛

り
上
げ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
い
と
い
う
一
同

の
声
は
、
近
隣
地
域
の
結

束
力
の
強
さ
と
元
気
、
そ

し
て
「
ま
だ
ま
だ
や
り
方

次
第
」
と
い
う
若
い
世
代

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。

第
２
回　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
３
開
催

３
月
22
日（
火
）「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
つ
る
い
」
に
て

　

南
米
原
産
カ
イ
ア
ポ

イ
モ
（
別
名:

シ
モ
ン
芋
）

の
苗
を
入
手
予
定
で
す
。

（
※
あ
く
ま
で
も
予
定
で

す
）
食
物
繊
維
や
カ
リ
ウ

ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富

な
白
サ
ツ
マ
イ
モ
。
血
糖

値
改
善
に
効
果
が
見
ら
れ

る
ら
し
く
、
葉
や
茎
、
根

ま
で
も
お
茶
に
し
て
利
用

で
き
る
そ
う
で
す
。
こ
の

芋
を
栽
培
し
た
土
地
は
そ

の
後
４
年
間
は
作
物
が
育

た
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
畑
の
栄
養
を
吸
い
取

る
生
命
力
の
強
い
お
芋
だ

そ
う
で
す
。
私
一
人
で
は

多
分
失
敗
し
ま
す
の
で
、

休
耕
地
の
片
隅
に
植
え
て

も
い
い
か
な
と
ご
興
味
あ

る
村
民
の
方
に
苗
を
差
し

上
げ
ま
す
。
一
緒
に
栽
培

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

３
月
15
日
快
晴
。
卒

業
証
書
授
与
式
が
両
校

で
華
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

や
希
望
に
向
か
っ
て
、

時
に
は
思
い
悩
ん
で

も
、
鶴
居
村
出
身
者
と

し
て
誇
り
を
持
っ
て
誠

実
に
、
元
気
に
羽
ば
た

い
て
行
っ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

　

平
成
26
年
７
月
よ
り
鶴
居
村
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
村
の
皆
様
に
温
か
く
迎

え
て
頂
き
ま
し
て
、
微
力
な
が
ら
様
々
な

活
動
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
残
る

任
期
も
後
１
年
と
な
り
ま
す
が
、
定
住
に

向
け
て
、
少
し
ず
つ
準
備
も
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
夏
、
庭
に

ノ
ゴ
マ
が
や
っ
て
来

る
よ
う
に
な
り
、
家
の

あ
っ
た
端
材
で
巣
箱
を
作

製
し
ま
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
来
て
く
れ
る
の
は
ま

だ
ス
ズ
メ
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
ど
ん
な
野
鳥
が
我

が
家
の
庭
で
素
敵
な
声
を

聴
か
せ
て
く
れ
る
の
か
、

と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

鶴居中学校
幌呂中学校

鶴居村立
鶴居小学校
卒業生

見
事
な
取
材
と
編
集

鶴
居
村
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
製
作

英
語
も
巧
み
に
３
会
場
で
配
布
！

山菜・きのこ採りに
連れて行ってくれる方募集！
いつでもおとも致します。

いくよ
ー！

ど
を
ク
ラ
ス
全
員
で
取

材
し
手
作
り
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
い
う
移
住
者
の
立
場

か
ら
「
ど
の
よ
う
な
も

の
を
貰
っ
た
ら
嬉
し
い

か
」
な
ど
、
授
業
で
お

話
さ
せ
て
頂
き
、
村
内

の
各
所
の
取
材
に
も
同

行
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
当
日
は
伝
統
の

た
ん
ち
ょ
う
ソ
ー
ラ
ン

の
は
っ
ぴ
姿
で
「
鶴
居

村
に
遊
び
に
来
て
下
さ

い
。」
と
元
気
に
声
を

掛
け
な
が
ら
村
の
魅
力

を
説
明
す
る
子
供
た

ち
。故
郷
を
深
く
知
り
、

愛
着
心
を
育
む
総
合
的

な
学
習
の
時
間
は
村
の

将
来
の
明
る
い
光
が
さ

す
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

人　

事　

異　

動

　

村
職
員
人
事

〈
４
月
１
日
付
〉（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

（　

）
内
は
異
動
前
の
所
属
部
署
・
職
名

【
総
務
課
】

▽
総
務
課
長
事
務
取
扱　

山
田
秀
明
（
副
村

長
）

▽
総
務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
兼
交
通
防
災

係
長
兼
情
報
推
進
係
長　

川
端
崇
雄
（
総
務

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
兼
情
報
推
進
係
長
）

▽
総
務
係　

石
塚
裕
祐
（
総
務
課
付
北
海
道

派
遣
）

▽
管
財
係
兼
情
報
推
進
係　

古
川
徹
（
総
務

課
総
務
係
兼
交
通
防
災
係
）

▽
交
通
防
災
係　

堀
尾
郁
希
（
新
採
用
）

▽
北
海
道
派
遣　

加
古
貴
将
（
産
業
振
興
課

農
政
係
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会　

中
尾
義
行（
再
任
用
）

【
住
民
生
活
課
】

▽
兼
会
計
管
理
者　

岡
田
栄
（
住
民
生
活
課

長
）

【
保
健
福
祉
課
】

▽
健
康
推
進
係
兼
地
域
包
括
支
援
係　

太
田

都
志
子
（
再
任
用
）

【
産
業
振
興
課
】

▽
農
政
係　

岩
井
亮
達
（
総
務
課
管
財
係
兼

情
報
推
進
係
）

▽
農
政
係
兼
商
工
観
光
係　

吉
田
綾
稀
（
新

採
用
）

【
退
職
】

▽
中
尾
義
行
（
総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

▽
太
田
都
志
子
（
産
業
振
興
課
農
政
係
兼
商

工
観
光
係
主
査
）

　

教
職
員
人
事

〈
４
月
１
日
付
〉（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
）

　

転
出･･･

（　

）
内
は
転
出
先

　

転
入･･･

（　

）
内
は
転
入
前

　

昇
任･･･

（　

）
内
は
昇
任
前

■
鶴
居
小
学
校

【
転
出
】
▽
古
賀
琢
之
事
務
職
員
（
釧
路
市

立
桜
が
丘
中
学
校
）

【
転
入
】
▽
相
澤
栄
教
諭
（
鶴
居
村
立
下
幌

呂
小
学
校
）
▽
田
村
亜
里
紗
教
諭
（
新
採
用
）

▽
片
岡
加
奈
事
務
職
員
（
浜
中
町
立
茶
内
中

学
校
）

■
幌
呂
小
学
校

【
転
出
】
▽
麻
生
克
彦
校
長
（
音
更
町
立
柳

町
小
学
校
）

【
転
入
】
▽
上
坂
寛
校
長
（
帯
広
市
立
啓
北

小
学
校
）

■
下
幌
呂
小
学
校

【
転
出
】
▽
荻
原
崇
弘
校
長
（
標
茶
町
立
標

茶
小
学
校
）
▽
今
井
直
史
教
頭
（
釧
路
町
立

知
方
学
小
学
校
）
▽
相
澤
栄
教
諭
（
鶴
居
村

立
鶴
居
小
学
校
）
▽
日
野
道
子
教
諭
（
釧
路

市
立
武
佐
小
学
校
）

【
転
入
】
▽
大
川
英
雄
校
長
（
厚
岸
町
立
高

知
小
学
校
）
▽
廣
瀬
巧
教
頭
（
釧
路
町
立
遠

矢
小
学
校
）
▽
谷
口
雅
美
教
諭
（
根
室
市
立

成
央
小
学
校
）

■
鶴
居
中
学
校

【
転
出
】
▽
佐
藤
英
樹
教
頭
（
標
茶
町
立
標

茶
中
学
校
）
▽
高
橋
孝
一
郎
教
諭
（
釧
路
町

立
遠
矢
中
学
校
）

【
昇
任
】
▽
沼
田
卓
二
教
頭
（
鶴
居
村
立
鶴

居
中
学
校
教
諭
）

【
転
入
】
▽
下
野
将
義
教
諭
（
弟
子
屈
町
立

弟
子
屈
中
学
校
）
▽
河
島
弘
幸
教
諭
（
新
採

用
）
▽
神
谷
佑
奈
教
諭
（
新
採
用
）

■
幌
呂
中
学
校

【
転
出
】
▽
本
間
尚
行
校
長
（
釧
路
市
立
興

津
小
学
校
）
▽
尾
崎
稔
教
諭
（
白
糠
町
立
白

糠
中
学
校
）

【
転
入
】
▽
遠
藤
浩
一
校
長
（
厚
岸
町
立
厚

岸
小
学
校
）

【
再
任
用
】
▽
村
山
明
事
務
職
員

　

釧
路
北
部
消
防
事
務
組
合

　

鶴
居
消
防
署
職
員
人
事

【
消
防
本
部
】

▽
消
防
課
消
防
係
主
査　

髙
平
将
臣
（
予
防

救
急
課
予
防
広
報
係
主
査
兼
救
急
救
助
係
主

査
）

【
警
防
管
理
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
警
防
係
長　

早
川
宜
志
（
予

防
救
急
課
課
長
補
佐
兼
予
防
広
報
係
長
）
▽

総
務
係
長　

池
邉
智
史
（
警
防
管
理
課
警
防

係
長
）
▽
警
防
係　

吉
田
将
也
（
新
採
用
）

【
予
防
救
急
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
予
防
広
報
係
長　

加
藤
博
由

（
警
防
管
理
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
▽

予
防
広
報
係
主
査
兼
救
急
救
助
係
主
査　

菅

原
雄
樹
（
警
防
管
理
課
総
務
係
主
査
）

鶴
居
村
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

５
月
19
日
で
任
期
満
了
を
迎
え
る
村
長
選

挙
の
告
示
日
・
投
票
日
及
び
村
内
の
各
投
票

所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

告
示
日　

４
月
19
日
㈫

　

投
票
日　

４
月
24
日
㈰

【
お
問
合
せ
先
】

　

村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
総
務
課
内
☎
64

－

２
１
１
１
）

投票区 投票時間 投票場所

第１ 午前７時～午後８時 鶴居村総合センター

第２ 午前７時～午後６時 下雪裡コミュニティセンター

第３ 午前７時～午後７時 下幌呂コミュニティセンター

第４ 午前７時～午後７時 幌呂農村環境改善センター

第５ 午前７時～午後６時 上幌呂コミュニティセンター

第６ 午前７時～午後６時 茂雪裡コミュニティセンター

第７ 午前７時～午後６時 支雪裡コミュニティセンター

第８ 午前７時～午後６時 下久著呂コミュニティセンター
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
「
つ
る
ぼ
ー
の
家
」
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
！

　

地
域
の
特
産
品
等
を
販
売
し
、
地
域
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
や
、
観
光
情
報
を
広
く
発

信
し
て
い
く
重
要
な
拠
点
と
な
る
「
鶴
居
た

ん
ち
ょ
う
プ
ラ
ザ　

つ
る
ぼ
ー
の
家
」
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
４
月
28
日

㈭
午
前
10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
先
着
１
０
０
名
様
に
記
念
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く

さ
ん
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
当
日
は
、
施
設
の
駐
車
場
は
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
役
場
駐
車
場
を
ご

利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
産
業
振
興
課　

☎
64

－

２
１
１
４

発
達
支
援
フ
ァ
イ
ル
『
は
い
た
っ

ち
・
つ
る
い
』
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
学
校
・
教
育
委
員
会
・
保
育

園
・
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
・
親
の
会

等
様
々
な
機
関
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
す

べ
て
の
お
子
さ
ん
が
健
や
か
に
成
長
し
、
そ

の
可
能
性
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環

境
を
整
え
る
助
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
発
達
支
援
フ
ァ
イ
ル
『
は
い
た
っ
ち
・
つ

る
い
』
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

発
達
支
援
フ
ァ
イ
ル
と
は
、
お
子
さ
ん
の

健
や
か
な
発
達
の
た
め
に
、
お
子
さ
ん
が
生

ま
れ
た
と
き
か
ら
、
生
涯
に
わ
た
る
記
録
を

つ
け
、
保
育
園
や
学
校
、
そ
の
他
の
支
援
機

関
と
の
情
報
共
有
や
連
携
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の

フ
ァ
イ
ル
で
す
。
現
在
、
全
国
の
複
数
の
自

治
体
で
導
入
が
始
ま
っ
て
お
り
、
村
で
は
、

釧
路
管
内
で
先
駆
け
て
フ
ァ
イ
ル
の
導
入
を

い
た
し
ま
す
。

　

配
布
対
象
は
、
村
内
の
小
学
校
入
学
前
の

全
乳
幼
児
で
す
が
、
小
学
生
以
上
の
方
で
も

『
は
い
た
っ
ち
・
つ
る
い
』
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
配
布
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係
（
☎

64

－

２
１
１
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
村
長
へ
の
手
紙
」
に
つ
い
て

　
「
笑
顔
と
活
気
溢
れ
る
協
働
の
美
し
い
村

づ
く
り
」
の
推
進
と
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

村
で
は
村
政
懇
談
会
や
村
長
の
出
前
ト
ー
ク

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
聴
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
村
長
へ
の
手

紙
」
は
、
村
民
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
村
長
へ

届
け
る
手
段
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ご
意
見
箱
・
用
紙
に
つ
い
て
は
、
総
合
セ

ン
タ
ー
（
役
場
正
面
玄
関
入
口
付
近
）
と
ふ

る
さ
と
情
報
館
「
み
な
く
る
」
に
設
置
し
て

お
り
、
回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必

ず
回
答
文
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
村
政
の
推
進
に
つ
い
て
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課
総
務
係　

☎
64

－

２
１
１
１

平
成
28
年
度
「
脳
ド
ッ
ク
助
成
事
業
」

の
募
集
を
行
い
ま
す

■
受
付
日
時

　

平
成
28
年
５
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
30
分

■
受
付
場
所

　

鶴
居
村
総
合
セ
ン
タ
ー
第
１
研
修
室

■
申
込
方
法

　

申
請
受
付
会
場
で
申
請
書
を
ご
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
助
成
を
希
望
す
る
ご
本
人
に
限
り

ま
す
。
健
康
保
険
証
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■
助
成
決
定
の
方
法

　

申
請
内
容
を
確
認
の
上
、
助
成
の
可
否
を

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
幅
広
い
年
齢
層
に
受

診
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
齢
層
に
偏
り
が

生
じ
な
い
よ
う
助
成
対
象
者
を
決
定
し
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
定
員

　

先
着
50
名（
国
保
30
名
・
国
保
以
外
20
名
）

※ 

助
成
決
定
通
知
書
及
び
助
成
券
を
後
日
、

ご
本
人
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
40
歳
以
上
の
村
民
の
方

・
現
在
、
脳
血
管
疾
患
で
治
療
中
で
な
い
方

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
外
科
ク
リ
ッ
プ
等
体

内
に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
方

・
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
、

脳
ド
ッ
ク
助
成
制
度
が
な
い
方
、
ま
た
は
助

成
制
度
は
あ
る
が
、
助
成
対
象
に
な
ら
な
い

方・
鶴
居
村
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
４
月
の
集

団
健
診
で
特
定
健
康
診
査
等
を
受
診
し
た
方

※
特
定
健
康
診
査
等
は
特
定
健
康
診
査
、

（
40
〜
74
才
）、
健
康
診
査
（
75
才
以
上
）
で
す
。

・
村
国
保
以
外
の
方
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ

れ
ぞ
れ
加
入
し
て
い
る
保
険
の
特
定
健
診
等

を
受
診
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
平
成
26
・
27
年
度
脳
ド
ッ
ク
検
診
を
受
診

さ
れ
た
方
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎
64

－

２
１
１
６

空
家
・
貸
家
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
村
内
に
あ
る
空
家
・
貸
家
の
有

効
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
と
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
空
家
・
貸
家
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
賃
貸
や
売
買
の
交
渉
・
契
約
は
所

有
者
と
希
望
者
に
お
い
て
直
接
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

補
助
金
申
請
受
付
中
！

　
「
む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
補
助

金
」
の
申
請
を
今
年
度
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
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こ
の
制
度
は
、
地
域
や
各
団
体
・
グ
ル
ー

プ
等
の
皆
さ
ん
が
、
本
村
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
、
個
性
あ
る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
て
、
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
各
種
取
り

組
み
を
村
が
支
援
す
る
補
助
制
度
で
す
。

　

各
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
主
体
的
か
つ
協

働
の
意
識
を
も
っ
て
進
め
る
地
域
活
性
化
事

業
、
並
び
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
業
等
を

対
象
に
財
政
支
援
を
図
り
ま
す
の
で
、
同
制

度
を
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
事
業
】

①
地
域
活
性
化
事
業

人
材
育
成
事
業
（
若
者
、
女
性
等
）、
各
種

イ
ベ
ン
ト
事
業
、
各
種
調
査
研
究
事
業
な
ど

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
振
興
事
業

定
住
環
境
整
備
事
業
、
地
域
活
動
振
興
事
業

③
地
域
文
化
振
興
事
業

地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
事

業
な
ど

④
地
域
振
興
上
特
に
必
要
と
認
め
る
事
業

【
補
助
率
】

　

補
助
率
は
３
分
の
２
以
内
で
下
限
額
が

３
万
円
、
上
限
額
は
各
事
業
ご
と
に
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

何
か
ひ
ら
め
い
た
と
き
は
、
ま
ず
企
画
財

政
課
企
画
調
整
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎
64

－

２
１
１
２

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
、
制
度
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
運

営
協
議
会
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

⑴
応
募
資
格

　

道
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
方
（
※
た
だ

し
、
議
員
や
公
務
員
等
を
除
く
）

⑵
応
募
人
数　

５
名

⑶
任
期　

平
成
28
年
７
月
か
ら
２
年
間

（
開
催
は
年
３
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

⑷
応
募
締
切　

平
成
28
年
４
月
28
日
㈭

⑸
選
考

　

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ
れ
た
小

論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に
委
員
を
選
考
し
ま

す
。

⑹
報
酬
な
ど

　

１
日
に
つ
き
５
，０
０
０
円
の
報
酬
と
旅

費
を
支
給
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

■
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

■
役
場
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
64

－

２
１
１
３

昨年11月『地域ふれあい元気祭』の様子

国民健康保険・後期高齢者医療の被保険者のみなさまへ

《平成２８年４月１日から、入院時の食事療養標準負担額が一部変わります。》

◎住民税課税世帯の方の食事療養標準負担額（食事代）が

　《平成２８年４月１日～》　１食につき　２６０円 → ３６０円　に
　《平成３０年４月１日～》　１食につき　３６０円 → ４６０円　に　変更となります。
　ただし、指定難病・小児慢性特定疾病の方※は、 １食につき　２６０円  に  据え置かれます。

※　都道府県の発行する指定難病・小児慢性特定疾病の医療受給者証をお持ちの方

【注意事項】
⑴　指定難病・小児慢性特定疾病の方は、都道府県の発行する医療受給者証を医療機関へご提
示ください。
⑵　指定難病・小児慢性特定疾病の医療受給者証については、釧路保健所へお問い合わせください。

お問い合わせ

北海道後期高齢者医療広域連合　℡０１１－２９０－５６０１
役場住民生活課　後期高齢者医療担当　℡６４―２１１３

役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ 平成2７年度 全国統一防火標語

「無防備な　心に火災が　かくれんぼ」

　鶴居消防署より、火災予防のお知らせをします。
消防では、４月２０日㈬から３０日㈯まで、全道一斉に春の火災予防運動を実施します。これからの季節は空気が乾
燥し、火災が発生しやすくなります。火災の発生を未然に防ぐため、次のことについて注意し火災予防に努めましょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
３つの習慣・４つの対策

≪３つの習慣≫
○寝たばこをしない。
○ストーブは、燃えやすいものか
ら離れた位置で使用する。

○ガスコンロなどのそばを離れる
ときは必ず火を消す。

≪４つの対策≫
○逃げ遅れを防ぐために住宅用火災警報器を設置する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために住宅用消火器等を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために隣近所の協力体制をつくる。

※鶴居村でも、毎年のように屋外でのゴミ焼きから火災が発生しています。
　農林業を営むための焼却以外の野焼きは法律で禁止されていますので、屋外でのゴ
　ミ焼き・野焼きはしないようにしましょう。

統一標語　　『無防備な　心に火災が　かくれんぼ』
火事・救急・救助は１１９番

釧路北部消防事務組合鶴居消防署（☎６４－２３４４）

　電化製品を使用することによって、日常の生活が豊かになった反面誤った使用方法や維持管理不足による製品火
災が発生する恐れがあります。テレビ・冷蔵庫・ストーブ等の維持管理は大丈夫ですか？下記のポイントに注意し
電気火災を予防しましょう。

≪電気火災を防ぐポイント≫

コンセント・プラグ・コード
・コードを束ねたり、ねじれたままの状態で使用したりしないようにしましょう。
・コンロの上方など、コードが加熱されるような場所での使用はやめましょう。
・コードが、家具などの下敷きになったり、押しつけなどにより傷ついたりしないように注意しましょう。
・コンセントやコードには、使用できる電気量に制限があります。表示されている電気量を確認して使用しましょう。
・老朽化した器具や配線
　は新しいものに交換し
　ましょう。
・長年使用していなかっ
　た電気製品は、使用す
　る前に安全を確認して
　から使いましょう。

平成28年　春の全道火災予防運動の実施について

身近な家庭電気火災を防ぎましょう！

関東電気保安協会HPより
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官公庁などからのお知らせ官公庁などからのお知らせ
Public information

休
日
公
証
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の
と

お
り
「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時

　

４
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

⑵
場
所

　

釧
路
公
証
人
役
場

　
（
釧
路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地

　

金
森
ビ
ル
１
階
）

⑶
相
談
内
容

　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
賃
貸

借
、
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰
謝

料
・
財
産
分
与
な
ど

⑷
相
談
料　

無
料
で
す

【
申
込
方
法
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

22
日
㈮
ま
で
、
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。（
☎
25

－

１
３
６
５
）

国
際
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
つ
い
て

〜
テ
ロ
リ
ス
ト
を
入
国
さ
せ
な
い
・

テ
ロ
の
拠
点
を
作
ら
せ
な
い
・
テ
ロ

を
起
こ
さ
せ
な
い
〜

　

今
年
の
５
月
に
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ

ト
、
２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

大
規
模
な
国
際
会
議
や
国
際
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
は
世
界
中
か
ら
注

目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
テ
ロ
の
恰
好

の
攻
撃
対
象
と
な
り
得
ま
す
。

　

テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

不
審
な
人
や
車
、
荷
物
等
を
見
か
け

た
場
合
は
、
警
察
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

釧
路
方
面
釧
路
警
察
署

☎
23

－

０
１
１
０

平
成
28
年
度
保
険
料
率
改
定

の
お
知
ら
せ

　

現
在
の
全
国
健
康
保
険
協
会
の
財

政
状
況
は
、
収
入
の
ベ
ー
ス
と
な
る

加
入
者
の
標
準
報
酬
月
額
に
お
い
て
、

改
善
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
支
出
の

ベ
ー
ス
と
な
る
保
険
給
付
費
の
増
加

に
よ
る
赤
字
構
造
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
健
康
保
険
協
会
の
保

険
料
率
は
、
必
要
な
医
療
費
に
応
じ

て
各
都
道
府
県
支
部
ご
と
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
費
の
高
い
支

部
の
保
険
料
率
を
軽
減
す
る
た
め
の

「
激
変
緩
和
措
置
」
は
時
限
的
な
措

置
と
な
っ
て
お
り
、
計
画
的
に
緩
和

率
を
引
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
医
療
費
が
全
国
平
均
よ

り
も
高
い
北
海
道
支
部
の
保
険
料
率

は
、
平
成
28
年
度
に
つ
い
て
も
引
き

上
げ
ざ
る
を
得
な
い
見
通
し
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
、

平
成
28
年
３
月
分
（
５
月
２
日
納
付

期
限
分
）
よ
り
10
．15
％
（
プ
ラ
ス

０
．01
％
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
．

58
％
（
据
え
置
き
）
と
な
り
ま
す
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
ご
ざ
い
ま

す
が
何
卒
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

１
．
受
験
資
格

⑴
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

⑵
平
成
７
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

　

の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た
な
ど
別

　

に
定
め
る
者

２
．
申
込
受
付
期
間

※
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

　

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
㈮
９
時
〜
４
月
13
日
㈬

﹇
受
信
有
効
﹈

　

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

）

３
．
第
一
次
試
験
【
基
礎
能
力
試

験
・
専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
及

び
記
述
式
）】

　

５
月
29
日
㈰

４
．
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　

６
月
28
日
㈫
９
時

５
．
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
及
び 

身
体
検
査
】

　

７
月
12
日
㈫
〜
７
月
20
日
㈬
の
う

ち
指
定
す
る
日

６
．
最
終
合
格
者
発
表
日

　

８
月
22
日
㈪

７
．
問
合
先

　

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担

当
（
☎
０
１
１

－

２
３
１

－

５
０

　

１
１　

内
線
２
３
１
５
）

　

釧
路
税
務
署
総
務
課

　
（
☎
31

－

５
１
０
０
）

害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
ご
家
庭
の

お
子
様
で
、
０
歳
か
ら
中
学
卒
業
ま

で□
貸
付
金
額

　

一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金
15
万
５

千
円
、
以
後
月
額
２
万
円
、
小
・
中

学
校
入
学
時
に
入
学
支
度
金
４
万
４

千
円

□
返
還
方
法

　

月
賦
又
は
月
賦
・
半
年
賦
併
用
に

よ
る
20
年
以
内
で
の
均
等
払
い

□
返
還
猶
予

　

機
構
職
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

□
対
象

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
、

ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
に
損
傷
を
受
け
、

常
時
ま
た
は
随
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
方
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方□
支
給
額

　

月
額
２
９
，２
９
０
円
〜
１
３
６
，

８
８
０
円
の
間
で
、
障
害
の
程
度
に

よ
り
支
給
し
、「
短
期
入
院
費
用
」

が
あ
れ
ば
別
途
支
給

□
支
給
期
月

　

支
給
月
は
３
、
６
、
９
、
12
月
で
、

３
か
月
分
を
一
括
支
給

【
お
申
込
・
お
問
合
せ
先
】

独
立
行
政
法
人　

自
動
車
事
故
対
策

機
構　

釧
路
支
所

　
（
☎
51

－

７
３
３
７
）

平
成
28
年
度
国
税
専
門
官
募

集
の
お
知
ら
せ

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

平
成
28
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
の

健
診
」の
ご
案
内

　

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
年

度
内
に
１
回
、
加
入
者
皆
さ
ま
の
健

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

35
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者
（
ご
本

人
）
さ
ま
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含
め

た
充
実
し
た
健
診
項
目
の
「
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
」
を
、
40
歳
〜
74
歳

の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）
さ
ま
へ
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
と
二
つ

の
健
診
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に
１

度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部

☎
０
１
１

－

７
２
６

－

０
３
５
２

交
通
事
故
の
援
護
制
度
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ん
に

次
の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付（
無
利
子
）】

□
対
象

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
の
方

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
い
後
遺
障



平成28年４月号　平成28年４月号　1616

保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

おお元元気気ですかですか保保健健師師でですす
保健福祉課健康推進係　　　（☎64-2116）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）

日本脳炎の予防接種が４月からはじまります
　北海道では、これまで40年以上日本脳炎の患者はなく、感染を媒介する蚊（コガタアカイエカ）が生息して
いないため、日本脳炎の定期予防接種を実施していませんでした。しかし、道民が日本脳炎の発生している道
外や海外に行き来する機会は増えており、日本脳炎に感染する可能性が高まっているため、平成28年４月より、
定期予防接種として行うことになりました。

Ｑ．日本脳炎はどんな病気ですか？

Ａ．日本脳炎は、日本脳炎ウイルスが脳や脊髄に感染して発症し、高熱、頭痛、おう吐、けいれん、意識障害
などの症状がでます。ウイルスに感染しても脳炎にならない人がほとんどですが、日本では過去10年間に56
人が発症し、３名が亡くなっています。日本脳炎ウイルスは、ふだんはブタなどの動物の体内で増え、その
動物の血を吸った蚊（コガタアカイエカ）がヒトを刺すことによって、ヒトにも感染します。なお、ヒトか
らヒトへの感染はありません。

Ｑ．何歳が対象になるのですか？

Ａ．日本脳炎の予防接種の接種対象者は、生後６ヶ月～90ヶ月（１期）、９歳以上13歳未満（２期）のお子さんです。
標準的な接種の期間は３歳～４歳で２回（１期）、４歳～５歳で１回（１期追加）、９歳～10歳で１回（２期）
の合計４回です。北海道ではこれまで定期の予防接種を行っていなかったことから、これ以外の年齢の方に
も接種が勧奨されます。予防接種の副反応により予防接種を差し控えていた期間があり、全国でも予防接種
を受けられなかった方もいることを配慮し、特例制度で20歳になるまでの方も接種が受けられます。
　● 今年度は、優先的に接種をして頂く方については個別に案内を送付致します。
　　（個別案内送付対象者：３～４歳未満（H25.4.2～H26.4.1生まれ）、６～７歳６ヶ月未満（H21.10.2～H23.4.1
生まれ）、18～20歳未満（H8.4.2～H11.4.1生まれ））

予防接種は平成28年度より毎週水曜の午後３時からとなります
予防接種日 予防接種項目 ◎初めて予防接種を受ける方へ

（生後２か月に達したら予防接種が始まります）

・初めての予防接種を受ける前に、鶴居村立診
療所で医師から事前に説明を受け、接種日の
予約も行います。

・鶴居村立診療所に電話であらかじめ説明日を
申込みください。（☎64－2122）

※説明は月曜日から金曜日の12時、または16時
を予定しています。

※保護者だけでも構いませんが、母子手帳を持
参してください。

水曜 午後３時～３時半

※診療所で次の接種日
を予約します

Hib感染症（初回・追加）
小児の肺炎球菌（初回・追加）
四種混合（初回・追加）
ＢＣＧ
B型肝炎（平成28年10月から定期予
防接種になります。）

麻しん・風しん（Ⅰ期）
水痘（１回目・２回目）
　｛任意接種：ロタウイルス｝

予防接種日 予　防　接　種　項　目

水曜　午後３時半～４時

※予約は要りません

麻しん・風しん（２期）
　５歳以上７歳未満（小学校就学前の前年度）
二種混合
　11歳以上13歳未満（標準的な接種期間は11歳に達した時から12歳に達するまでの期間）

水曜　午後４時～４時20分
※役場保健福祉課で予約します。

日本脳炎（Ⅰ期・Ⅱ期）
（平成28年４月より開始）

ご不明な点は、役場保健福祉課　保健師までお問い合わせください。☎64－2116
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新刊案内
●開館時間……10：00～18：15

●休　館　日……４月の図書整理日は２６日（火）です。４月の図書整理日は２６日（火）です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】

　　　　　　　　２週間（１人10冊まで）

【ＣＤ・ＶＴＲ】

　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

リクエストサービス
　みなくる図書室では、本やＣＤのリク
エストをいつでも受け付けています。み
なくるには置いていない読みたい本など
がありましたら、図書室にある用紙に記
入してお申込ください。
※資料によっては、ご希望に沿えない場
合があります。

鶴居村ふるさと情報館みなくる図書室だより

１０歳までの子ども育て１０歳からの大人育て 小品盆栽をはじめよう

よこまち余話 真実の10メートル手前

魔法が消えていく… にっぽんしょうがっこう

大塚隆司　著
　子どもとの間に感じる
溝、それは「子」育てを
卒業するサイン。思春
期専門カウンセラーが、
様々な事例を参考にしな
がら１０歳前後の子ども
との上手な距離のとり方、
接し方を教える。

米澤穂信　著
　週刊深層編集部の都留
は、フリージャーナリス
トの太刀洗と合流して高
校生の心中事件の取材を
開始するが、徐々に事件
の有り様に違和感を覚え
始め…。俊英が放つ、粒
揃いの作品集。

サラ・プリニース　作
橋本恵　訳

　みなしごの少年コンは
ある日、魔術師ネバリー
の「魔導石」を盗もうと
したことがきっかけで、
ネバリーの弟子になった。
魔術大学校で魔法を教わ
ることになったコンだが
…。ぐいぐいひきこまれ
るファンタジー冒険物語。

のぶみ　作
　今日ははじめてにっぽ
んしょうがっこうにいく。
かんたろうは、ドキドキ
してると…。４７都道府県
の髪形をした子どもたち
を通して、日本のいいと
ころ、名産などを学べる
絵本。

木内昇　著
　お針子の齣江、「影」
と話す少年、皮肉屋の老
婆らが暮らす長屋。あや
かしの鈴が響く時、押し
入れに芸者が現れ、天狗
がお告げをもたらす…。
その路地は秘密を抱いて
いる。幽かな声、確かな
余韻。

梶山富蔵　監修
　草もの、葉もの、花も
の、実もの、松柏…。手
のひらにのる小品盆栽の
全てを、豊富なプロセス
写真で基礎からわかりや
すく学べる１冊。

※紹介している本は3/30（水）から利用できます。
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お　誕　生
　お誕生おめでとうございます。
２月中に届出のありました出生について、次のと
おりご紹介します。

佐久間　葵
あおい

　ちゃん　　女　　下雪裡

寄　　付
　いただきました心温まる善意に心よりお礼申し
上げます。

特別天然記念物「タンチョウ」の愛護に関する事
業のために

兵庫県　磯田　ひとみ　様
金１０，０００円

４月の自然観察会ご紹介します

鈴木　颯真くん
（下幌呂）

●早春の湿原ハイク
【日　時】 ４月１０日（日） 午前１０時～１２時
【内　容】 釧路湿原の環境や生態系を学びながら、
  早春の木道を散策します。
【定　員】 １５名
【参加費】 無料
【集合・申込・問合先】
  温根内ビジターセンター
  （☎65-2323）

●春のバードウォッチング
【日　時】 ４月２３日(土） 午前１０時～１２時
【内　容】 渡り鳥の中継地シラルトロ湖周辺で、
  講師の解説を聞きながら野鳥観察会を
  行います。
【定　員】 １５名
【参加費】 無料
【集　合】 憩の家かや沼駐車場
【申込・問合先】　
  塘路湖エコムージアムセンター
  （☎015-487-3003）

●釧路湿原こどもレンジャー登録者募集
　登録者を対象に釧路湿原の自然を体験するイベ
ントを開催し、楽しみながら釧路湿原について
学習します。
　　イベントへの参加だけではなく、登録者には
様々な特典もご用意していますので、皆さんの
応募を心よりお待ちしています。

【対　象】 市町村内の小学校４～６年生（登録者の
  兄弟であれば、小学校低学年でも登録
  可）
【内　容】 動植物の観察など釧路湿原に関わる特
  別な活動を年３回程度実施
【参加費】 無料
【申　込】 ４月１日（金）から随時、電話で受付
【申込・問合先】　
  釧路湿原国立公園連絡協議会事務局
  釧路市役所環境保全課内
  （☎31-4594）

〈３歳児歯科表彰虫歯のない子〉

　このほど行われた３歳児検診で「虫歯のない子」

として表彰されたお子さんです。



19　平成28年４月号

シリーズ

タンチョウ
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代表　音　成　邦　仁
タンチョウ コミュニティ

〒085-1206　阿寒郡鶴居村鶴居東2丁目15番地
電話　64-2482 ／ＦＡＸ　64-2482

Ｈ　Ｐ　http://tancomm.web.fc2.com
ブログ　http://blogs.yahoo.co.jp/tancho_comm/

知っておきたいタンチョウのこと　その２
今回はタンチョウの大きさや重さについてのお話です。

　野鳥の大きさは、仰向けにした状態で測る、くちばしの先から尾の先までの長さ「全長」
で表すのが一般的です。また、翼を広げたときの両翼の先から先までの長さ「翼開長（よく
かいちょう）」も大きさを表す数字と言えるでしょう。
　ではタンチョウの全長と翼開長はどれくらいなのでしょうか？　この時代ですから、インター
ネットで簡単に調べられますが、全長では125～160㎝、翼開長では220～250㎝と、サイトに
よって結構な違いがありました。では図鑑ではどうでしょうか。何冊か調べてみると、全長
は135㎝、140㎝、138～152㎝と、翼開長はサイトと同様と、やはり違いがありました。いっ
たいどの数字が正しいのでしょう。
　もっとも信頼できるのは、タンチョウ研究の第一人者、正富宏之氏が執筆した「タンチョ
ウそのすべて（北海道新聞社　2000年）」に記された数字だと思います。データは少し古い
ですが、実際の計測値に基づいています。実はオスとメスで大きさが違い、全長はオスで
126～150㎝で平均137㎝、メスで109～134㎝で平均125㎝と記されています。確かにつがいと
思われる２羽のタンチョウが並んでいると、どちらかが大きく見えます。一般的には大きい
方がオスということになりますが、小さなオスと大きなメスが並べば、大きさが逆転する可
能性がありますね。翼開長はオスメスの別は特に表記なく220～240㎝と記されています。こ
の大きさは成人男性２人が肩を組んで、もう片方の手を広げたくらいのイメージです。重さ
は６～11kg。人間と比較すれば、大きさのわりに軽い印象ですが、空を飛ぶことを考えれ
ば結構な重さとも感じられます。これらの数値は、日本で観察される野鳥では最大級となり
ます。
　最後にイメージしやすい普通に立っているときの身長ですが、同書では150㎝程度と記さ
れています。人間でいうと小学６年生から中学１年生の平均身長と同じくらいです。ただし
興奮状態だと背伸びをしたような姿勢をと
るなど、常に同じ姿勢ではありませんの
で、その時々で大きさの印象は違ってくる
でしょう。
　そもそも大きさや重さを測れるのは、主
に保護収容されたほんの一握りのタンチョ
ウです。人間同様、個体差がありますし、
タンチョウの場合は雌雄差もあります。よ
く聞かれることではありますが、きちんと
知るのは意外に難しいことなのですね。 タンチョウが頭上を飛翔するとその大きさが実感できます
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　今年の冬は降雪量が少なく、除雪の
機会も例年に比べると数えるほどでし
たね。
　日ごとに少しずつ暖かくなり、春の
足音も聞こえてきましたが、皆さんい
かがお過ごしでしょうか。
　さて、表紙や２ページにも掲載して
いますが、村内の小・中学校の卒業式
の取材に伺った時のことです。
　卒業生が、お世話になった先生やご
両親に感謝の言葉を一人ひとり述べる
場面で、感極まり言葉にならない卒業
生の姿を見て、思わずもらい泣きして
しまいました。先生方や、ご両親の方々
も涙している姿が、ひときわ涙を誘い
ました。人数が少ないからこそ出来る、
このような卒業式のスタイルは素晴ら
しいなと感じ、１０数年後の我が子の
卒業式を思い浮かべたら、もう、カメ
ラのファインダーが涙でかすんでしま
いました。
　「日々、支えてくれている全ての人
への感謝を忘れないこと。」忘れてし
まいがちですが、大切なことだとあら
ためて気付かせてもらいました。（Ｔ）

編集後記

　幌呂中学校卒業式後のひと
コマです。
　卒業生・在校生かかわらず
仲の良さがうかがえる1枚で
した。

（※詳細記事は２ページ）

今月の表紙

人の動き
（２月末住民登録人口）

人口 総数 2,510人
（前月比 ＋１人）

うち外国人人口　１９人
（男 ５人・女１４人）

昨年同期は　２, ５３８人で、
対前年比較は　－２８人です。

男 １, ２４４人（前月比 ±０人）
女 １, ２６６人（前月比 ＋１人）

世帯数　１, １０８戸
（前月比 ＋１戸）

うち外国人世帯数　１１戸

今年１月からの発生件数
　人身事故 ０件／物件事故１６件
２月中の発生件数
　人身事故 ０件／物件事故８件
死亡事故ゼロの日 １０６日

（２月末現在）

交通事故発生状況
（鶴居駐在所より情報提供）

４月村のカレンダー

1金
・鶴居老人クラブ健康相談　　 9:30～　鶴居老人寿の家
・幌呂老人クラブ健康相談　　 9:30～　幌呂老人寿の家
・下幌呂老人クラブ健康相談　10:30～　下幌呂老人寿の家

5火 ・鶴居保育園入園式　10:00～　鶴居保育園・幌呂保育園入園式　10:00～　幌呂保育園

6水
・鶴居小入学式　　10:30～　鶴居小学校
・幌呂小入学式　　10:00～　幌呂小学校
・下幌呂小入学式　10:00～　下幌呂小学校
・鶴居中入学式　　13:30～　鶴居中学校
・幌呂中入学式　　13:00～　幌呂中学校

7木 ・乳児検診　13:00～　総合センター

12火 ・子育て支援事業「あそびのひろば」　　10:00～　ふるさと情報館「みなくる」

14木 ・平成28年度鶴居村女性団体連絡協議会定期総会　　10:30～　総合センター

15金 ・鶴居村タンチョウ愛護会総会　18:00～　グリーンパークつるい

18月 ・健診（特定健診・がん検診）　　6:00～　幌呂農村環境改善センター

19火
・村長選挙告示日
・健診（特定健診・がん検診）
　　6:00～　幌呂農村環境改善センター

20水 ・健診（特定健診・がん検診）　6:00～　総合センター
21木 ・健診（特定健診・がん検診）　6:00～　総合センター

22金
・健診（特定健診・がん検診）　6:00～　総合センター
・鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談サロン」
　　12:30～　総合センター小会議室

23土 ・健診（特定健診・がん検診）  6:30～　総合センター
24日 ・村長選挙投票・開票日　7:00～　村内各投票所
25月 ・「おひさま（親の会）」　10:00～　役場２階和室

28木
・寿大学入学式　9:00～　総合センター
・「鶴居たんちょうプラザ」オープニングセレモニー
　　10：30～　鶴居たんちょうプラザ　つるぼーの家

29金 ・鶴居運動広場オープニングセレモニー　　9:30～　鶴居運動広場

連合新規加盟町村（平成27年10月加盟）をご紹介します！

長野県伊那市　高遠町（たかとおまち）
　南アルプスと中央アルプスに抱かれ、豊かな自然が育
んだ美しい景観と「高遠石工」の伝統が残っています。
高遠城址公園の約１, ５００本のタカトオコヒガンザクラ

の中には樹齢１４０年を
超えるものもあり、雄大
なアルプスの山々を背景
に見る者を魅了する光景
が広がっています。

伊那市観光協会
（☎０２６５－７８－４１１１）


